
図書館だより

文芸コーナー

休館日…毎週月曜日
臨時休館日…７日（水）～13日（火）

★蔵書点検のため臨時休館します
　図書館は蔵書点検のため、７日から13
日まで臨時休館します。ご不便をお掛け
しますが、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
★６日までは、何冊でも
　６日（火）までは、一般書・雑誌に限り、
冊数無制限で貸し出します。貸出期間は
３週間です。
★返却ポストのご利用を
　休館中の本・雑誌の返却は、「返却ポス
ト」を利用できます。ＤＶＤ・ＣＤは開館
時にカウンターへ返却してください。
★利用者に雑誌などを譲ります
　八日市場図書館において14日（水）か
ら、図書館利用者に古くなった雑誌など
をお譲りします（１人10冊まで）。
★おはなし会
日時…毎週土曜日（10日除く）14時から
30分程度　場所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

●社会福祉協議会へ
農業まつり実行委員会 様より
  …88,209円
匝瑳市植木組合 様より …30,200円

寄 付（２万円以上）
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スポーツ結果スポーツ結果
◆第12回匝瑳市少年少女サッカー交流

大会（11月26日･野手浜総合グラウンド）

【小学生高学年】①ＦＣドリーム②成

田ＦＣ③芝山ＪＦＣ　

【小学生低学年】①レシアスＳＣ②光

Ｊ－ＥｇｇｓＦＣ③芝山ＪＦＣ　

【フェミナ】①光Ｊ－ＥｇｇｓＦＣ②飯

岡ＦＣ③のさかＦＣ

◆第71回東総毎日駅伝大会（12月３

日・匝瑳市役所発着コース）

【高校】①市立柏高Ａ②佐原高Ａ③市

立柏高Ｂ　

【中学校】①銚子五中Ａ②新松戸南中

Ａ③松戸常盤平中Ａ　

【青年】①松戸陸協②ＥＡジョガーズ

ａ③銚子マリーナＲＣ－Ａ　

【女子】①松戸六実中②匝瑳高③西原
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０
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台
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２
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ク
ガ
ク
膝
笑
う

石
段
を
登
り
ガ
ク
ガ
ク
膝
笑
う  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

石
段
を
登
る
晴
着
の
お
犬
様

石
段
を
登
る
晴
着
の
お
犬
様  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

石
段
が
雛
段
に
な
り
春
が
来
る

石
段
が
雛
段
に
な
り
春
が
来
る  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

子
の
ト
金
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い

子
の
ト
金
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
負負
け
将
棋

け
将
棋  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

一
人
言
他
人
に
は
見
え
ぬ
も
う
一
人

一
人
言
他
人
に
は
見
え
ぬ
も
う
一
人  

春　

海

春　

海  

八
角　

宗
林

八
角　

宗
林

ふ
り
そ
で
と
き
い
て
二
の
腕
連
想
し

ふ
り
そ
で
と
き
い
て
二
の
腕
連
想
し  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津
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